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接続表現 をめぐる日タイ語対照研究
田 中 寛
1.は じめ に目
本稿 はタイ語 と日本語 との対照比較研究を通 じて,タ イ語話者の日本語
学習における接続表現の習得上の問題点をさぐることを目的 とする。接続
表現の重要な認識のひとつは,個 々の表現形式がどのような場面 と文体に
用いられるかという点 にある.1)接続表現の習得は文,文 章の構成や,話
し手の意図 を正確に伝えるためにきわめて重要 とされる。これが十分に会
得 されていないと,文と文の接続の意味が不十分であったり,また限 られ
た接続表現だけを用いた場合,上 級 レベルにおいても不自然な表現の印象
を与 えることになる。目本語の接続表現は接続詞の分類や,節末 ・句末に
あらわれる接続助詞の用法の分類,さ らに談話展開に果たす接続詞の機能
についてなど多方面か らの研究が進んでいるものの,意味的な機能 ととも
にこうした運用的な側面については,十分な研究分析が行われているわけ
ではない。とくに個別の学習者言語 との対照比較を通 じて・実際の日本語
教育における指導上の問題点を浮 き彫 りにしたものは少ない。接続表現の
運用をめぐっては,他言語 との対照比較を通 じての考察も重要な視点 を提
供することになる。接続表現の対照研究は多 くの言語構成要素をもつため
に個々の対応的な分類整理が しば しば困難であるが,基本的な比較の視点
を設定 して,問題点 を指摘 してい くことは教授側のみならず,学 習者側 に
も役立っことにちがいない。
1)田 中章 夫1984。p.121参照 。
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タイ語の接続表現 も 「接続詞的な用法」 と 「接続助詞的な用法」 とに大
きく分けられるが,目本語に見られない特徴も多々観察 される。また,複
文 を構成する慣用的な関連語句,呼 応語句表現も一定の形式をもってあら
われることから,日本語習得にあたっての母語特徴の干渉 もそこから検証
す ることが可能 になると思われる。本稿では最初 に接続詞表現をとりあ
げ,日 タイ語の対照をおこなう。次に複文を構成する接続助詞的表現,関
連語表現について,日 タイ双方の接続表現における学習上の問題点を明 ら
かにしてみたい。
2・ タイ語接続表現 の概要
タイ人学習者 の 日本語作文 を見 る際 に,し ば しば接続詞 の使い方 がご く
少数の ものに限 られ ているとい う印象が もたれ喬。初級 を終 えた段 階で,
1)こ の説明書 を読んで 自分 でやってみて ください。 しか しわか らなか
った ら,私 をよんで ください。
の よ うな作文 がある。 この 「しか し」は 「それ で も」 とす るか,あ るいは
「自分 でや ってみ ても」 のよ うに複 文構成 に した ほ うび自然 である。 こ う
した 「しか しJの 頻用 は背景 として タイ語 の語法的 な特徴か らの干渉 があ
る もの とみ られる。
2)a,お いしいです。で も高 いです 。
b・ おいしいです。そ して安 いです 。
これ も接続助詞 を用 いて 「お い しいですが,...」 「おい しくて...」と
言 うべ きところを接続詞 を用 いてそれぞれ の内容 を単文構 成 にしてあ らわ
されてい る。 これ もタイ語 の接続 表現 と何 らかの関係 がある と思 われ る。
これ らの現象 は意味の うえでは と くに問題 はないが,接 続詞 の選択 や的確
な運用 がな され てお らず,ま た前 後の語彙,文 脈,場 面 に応 じた使 い分 け
が工夫 され ていないた めに,読 み手(聞 き手)に対 してしば しば稚拙 な印象
を もた らすこ とにもな る。
タイ語 の特徴 として 日本語 と比 べて接続表現 が少 ないか どうかは,統 計
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的な調査 を経 なければ明言はできないが,日 本語 の用法 とは違 った特徴 が
あ ることは想像 され る。 ここでは初級 か ら中級 にかけてみ られ る基本的 な
接続表現 について比較考察 してい くこ とにす る。
そ の前 に接続表現 につ いての定義 を確 認 してお こ う。 これ は 「接続 語」
と一括 す ることもできるが,大 き くは接続詞 と接続助詞・ さらにそれ ぞれ
の相 当語句 とい う形態 的な分類 が可能 であ る。次 に意味分類 につ いては,
対等(並立)の接続,承 前(条件)の接続,転 換 の接続 といった意味機能 が普
通考 え られ る が,こ こで は順接形 式,逆 接 形式 の二つ の分類 に した が
う。2)接続語は タイ語 ではkham曲nthaanま た はkhamch血amと 称
して広 くこれ をあつかい,次 のよ うな分類 が一般 とされ る。
a.語 と語 をっな ぐ働 き
b.文 と文 とをつな ぐ働 き
c.内 容 と内容 とをつ な ぐ働 き
d.添 加,累 加 をあ らわす働 き
まずa.をみてみる と,日 本語 では 「と」 な どの接続助詞機能 に相 当す る・
以下,タ イ語 の文例 をあげ,語 釈,日 本語訳 をあげ る。3)
3)khゑop1心ukkulaapk1負aim直aH6?mali,
彼1植 える/バ ラ/バ ナナ/と ノジャス ミン
[彼はパ ラ とバ ナナ とジ ャス ミンを植 えた]
4)dさkchaaidamkゑp/1歪?d6kchaaidεεηrianh5gdiao-kan,
男の子!ダ ム/と/男 の子/デ ー ン1学 ぶ/部 屋/同 じ
[男の子 ダムと男 の子 デー ンは同 じ部屋で勉 強 してい る]
2)接続詞の分類は田中章夫1984,佐治圭三1987が参考になる。後者では副詞
や指示語の一部にみられる接続語相当語にも説明を割いているが・本稿では紙面の
関係からふれなかった。
3)タイ語の表記は冨田1997にほぽ したがう。例文中の1未K関j[完jl類H語]な
どはそれぞれ未来 をあらわす助動詞、関係代名詞,完 了をあらわす助動詞,類 別
詞,文 末語気詞などをあらわす。また例文は参考文献の 『基礎日本語学習辞典'か
ら多 くを引用した。
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対象 とな るAとBを 並立的 に結び つ ける場合 はk直pで も1翻 で もよい
が・3)の並列的 に事 物 を列挙 してい く揚 合 は最後 の連結部 分 のみに16?
を用 いる。この16?やkapは 日本語 の 「と」1こ相 当す る。b.では,
5)kh自okiat-khraankhゑoculηs5つP-t6k.
彼/な まける/彼/そ れで/落 第 す る
[彼はなまけたので(～彼 は)試験 に落 ちた1
6)t血30ch50paah巨anc血田t,tゑεph6mch5っpaah互anr6tc註t.
彼女/好 き 〆料理/淡 泊な/し か し/私 ノ好 き/料 理/味/濃 い
[彼女はあっ さ りしたな料理が好 きだが,私 は濃 い味の料理 が好 きだ1
のよ うに,「それ で」 「しか し」 などの文接 続語 に相 当す る。6)の場合 の
t蕊は 日本語 では接続助詞 「,,,が」 で も接続詞 「しか し」 で もあらわ さ
れるが,タ イ語 で はそ の双方 の区別 がない、 また,タ イ語 では5〉の よ う
に従属節 にも主節に も同一主語 「彼 は」 があらわれやす い点 も 日本語 と異
なる点 であろ う。 さらにc.では,
7)khon-raot5弓kaanaah議ans衡aph含a-khr血aUnmh6m
th鉦y血u-aas首i1ε2yaa-r直ks首a-r60k
私 たち/必 要 とす る/食 べ物/衣 類/住 居 〆と/薬/
d負a正hさetniiraoculηcampent5りprakうDpaachiip,
これで/私 たち/そ れで/な ければ な らない1従 事 する/職 業
ph血耳haida均gnmaas血血siりcampenlえ〇一nii.
た めに/さ せ る/得 る/お 金/来 る/買 う/必需 品/こ れ らの
[私達 は食 べ物,衣 服,住 居,そ れ に薬 を必 要 と してお り,そ の結
果 これ らの必需 品を手 に入れ るために職業 に従事 しな ければ な らな
い1
のよ うにま とまった内容 と内容 とを接続詞相 当語句 によって接続 す るもの
であるが,基 本的 にはb.と 同類 とみ てよい。d.では
8)kh直okδっpenkhon-ciηkhon-n血qmd比an-kan.
彼/も/で ある/真 実 の人/一 人/や は り
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[彼も同 じよ うに一人 の真実 の人 である]
9)khon-raokδot5ηmiiph}tphl査atbaagpenthammadaa,
私 たち/も,'ざるを得 ない/持 っ/欠 点/い くらか/で あ る/普通
[私たち もい くつかの欠 点 を持 っているのは当然 である]
のよ うに日本語 では添加,累 加 をあ らわす係助詞 「も」 に相 当す る。 日本
語 の接続 表現 を一般 に分類 しよ うとす る とき,ま ず接続詞,そ して接続 助
詞 とい うよ うに二分 して,次 第に複雑 な構造 へ と用法 を記述 してい くのが
普通 であろ う、こ うしてみ ると,タ イ語 におけ る接続表現 の形態 は 日本語
のそれ と比較 してかな りの隔 た りが あるよ うに思 われ る。
3.接 続詞 の目タイ語対照比較
ここでは接 続詞 の用法 を大 き く 「順接」用 法 と 「逆接」用法 に分 けて・
それぞれ の基本的 な接続表現 につい て考察す る。 まず,日 本語 めそれ ぞれ
の用法に対 して,相 当す るタイ語 の接続詞 を対応 させ,重 な る部分 とそ う
でない部分 とのそれぞれ の特徴 をみ てい くこ とに したい・
3・1、順接の接続詞表現
3。1.1.「そ して」 に対応す るもの
すで に,2.のa,[語と語 をっな ぐ働 き]の ところで述 べたk如,16?の用
法 であるが,実 は この両者 には似 て非 な為 ものが ある。それ は,k直pが
語 と語 の結合 だけの機能 をもつのに対 して,1翻 のほ うは,語 と語 の結合
も,文 と文 の結合 も可能 な点 である4)。まずkapの 用法 をみ る と,
10)thaankhan6mpank直pkh査i.
食べ る/パ ン,1と/たまご[パ ンとたまごを食べ る1
11)rゑan■n首gs並田y血urawaaOthanaakhaankaps丘pp{沿maak色t,
本屋 〆あ る/間 に/銀 行/と ノスーパー
[本屋は銀行 とスーパ ーの問にある]
斗)例えばXkh5っgY(YのX)という所有 をあらわすkh5DOも接続語 として接
われることもあれば,前 置詞 という接いもある。Banchopではnai「～中に」,
芭ot歪ε「～から」も名詞接続語という扱いをしている。p.55-p.70参照。
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のよ うに目本語 とほぼ同様 の名詞接続 がみ られ る。 しか し,次 の場 合は 日
本語 に 「とJの 余剰がみ とめ られ,そ れ に相 当す るタイ語は存在 しない。
12)kaafεεkapchaa-ciincar乏pyaaり_n蕊i～
コー ヒー/と/中 国茶1〔未〕!いただ く/ど ち ら
[*コー ヒー とお茶,ど ち らがいい ですか。(→ コー ヒー とお茶 と)]
タイ語文 を日本語 に対応 させ よ うとす ると,12)のよ うな不 自然 な 目本語
にな って しま うこ とが多い。また 「私 は友達 とチェ ンマイに行 きます」 と
いう文 では 「と」は相手格 であるが,タ イ語 では,
13)ph6mkapph血ahpaiChiaりhaidUai-kan.
私,'と/友達/行 く/チ ェンマイ/一 緒 に
Pわ た しと友達 は一緒 にチェンマイ に行 きます]
のよ うに共 同格 としてあ らわされ ることも多 い.も ちろん,k如 は,
14)kh互oph合ut-khuikapkhonbDris色tyむu.
彼/話 す/と/人/会 社/い る[彼 は会社 の人 と話 している]
のよ うに相 手格 として あらわ され ることもある。 こ こで注意 すべ き点 は,
k鋤 が単 にrと 」格や接 続助詞 のrと 」 以外 にも,目 本 語のrに 」格 に
相当する用法が い くつかみ られ る点 である。
15)函6mdairianphaas託a-Thaik註paacaanWゑtthanaa.
私/得 る/学 んだ/タ イ語1と/先 生/ワ ッタナー
ド私 はワ ッタナー先生盆 タイ語 を習 いま した。(→ にノか ら)]
kapを日本語 の 「と」 との対応 でのみ認識 してい ると,15)のよ うな不 自
然 な 日本文 にな るこ とがあ る。なお,こ のk査pの かわ りに起点 をあらわ
すcaak「か ら」 を用 い るこ とも不可能 ではないが,そ の場合 は具体 的な
物 の移動に限 られる ようである。
16)ph6mdairapnaalikaacねkkhun-ph5g.
私/も ら う/時計,1から/父
[私は父[に/か ら]時計 をも らいま した1
また,k如 は運動場所 をあ らわすthii「で」 と同 じよ うに用 いられ ること
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がある。これは身 内のよ うな親 しみ をあらわす もので,こ の場合 もそ のま
ま 日本語 に置 き換 え ると不 自然 な表現 になってしま う。
17)ph6mthamηaank直pbDris直tATG.
私1働 くノと/会 社/ATG
[*私はATG会 社 と働 いています。(→ で〉]
また,kapは 次 のよ うな対象 的 な事態 「～ につ いて」 とい う意味 をあ ら
わす こともあ り,こ れ も 「と」 との対応 関係 で理解す ると誤用が生 じる・
1ε)khδir50mkh亡皿k直pkaandamngen-chiiwltkh5岡Thai.
や っとノ始 める!慣 れ る/と!こ と/暮 らす1の/タ イ
[*やっとタイの生活 と慣れ ま した。(→ に)]
これ はkh面nkap「 一に慣 れ る」 とい う連語的構成 をな してお り,kap
は ここでは接続詞 ではな く,前 置詞 として機 能 している。一方 の1紐 は
19)aah益an16?khr伽g繭田m
料理/と!飲 み物[料 理立飲 み物]
のよ うに名詞接続 のほか,動 詞接続,形 容詞接続 も可能 である。
20)kin1ゑ?nζx》n.
食 べ る/と/寝 る[食 ベェ寝 るl
S首ai16?caidii
きれい,1と/親切 だ[き れ い至親切 だユ
この場合 も単純 に 「*食べる と寝 る」 「*きれ い圭親切」 のよ うな誤用 が発
生 しやすい。16?には文単位 の接続 も可能 であ ることか ら,次 の文は接続
助詞 と接続詞 を用 いた二種類 の 日本語 に解 され る・ これ は 日本語教育 の初
級 レベルでは 「クテ」接続 が定着 しに くい事情 とも関係 がある。
21)raan-phゑtta田khaann直nth血ukl己?ar5i,
レス トラン/そ の/安 い/と,!おい しい
1あの レス トランは安 くておい しいです]
Pあ の レス トランは安 いです 。そ しておい しいです]
[*あの レス トラ ンは安 いとおい しいです1
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また動詞 フレーズを時系列 に沿 って継起 的に述べ る とき,目 本語 では 「一
目て～て～」の ように 「テ」形接続 が用い られるが,タ イ語 では最後 の動作
行為のま えだけに1ε?があらわれ ることに注意 しなければ な らない。
22)thaanaah互an・yenduuthoQrathat16?直apn直am.
食 ぺる/晩 御飯/見 る/テ レビ/そ して/浴 び る/水
1夕食 を食ぺ て,テ レビを見て,(そ して)水浴 び をす る1
これ も 「～.夕食 を食 べ る,テ レビを見 る,そ して水浴 び をす る」 のよ うな
不 自然 な 日本語表現 となる可能 性が高 い。なお 日本語 の並列,付 加表現 の
「そ して」 は次節 の16εo-k5aによって もあらわされ る。
23)m直ikhi重tfaiyduniil6εo-kうDthi重khiabur玉iy加nδon.
マ ッチ/あ るノここ/そ して/灰 皿/あ る ノあそこ
[マッチはここにあ ります。そ して灰皿 はあそ こにあ ります1
3。1.2.「それか ら」「それで」に対応する もの
「それ か らJに 対応 するタイ語 の接 続表 現 を見てみ よう.「それ か ら」 に
は事物 の添加 をあ らわす揚合 と,時 問的な前後 関係 をあ らわす揚合 びあ る
が,タ イ語 では同一 の表現 であらわ され る。
24)kh5つsatεεml6so-k50karunaasδOsミリー kh5つηniid血ai,
もら う/切手 〆それか らノ～て下 さい/送 る/荷 物/こ の ノー 緒 に
[切手 をください。それか らこの荷物 も一緒 に送 って くだ さい]
25)thaan首ahaan1歪εo-k5Dkhianc6tm銭ai.
食 べ る/ご飯 ノそ して ノ書 く/手紙
[食事 をして,そ れ か ら手紙 を書 きます1
なお,23)でみたよ うに 目本語 の 「そ して」 も 臨o-k50であ らわ され る
ことか ら,25)の時閻 の前後 をあ らわす表現 もr～ 食事 を して,そ して手
紙 を書 きます 」の ように用い られ るこ とも多 い。 タイ人学習者 に とって,
「そ して」 と 「それ か ら」の区別 はほ とん ど見 られ ない。「それ か ら」 を時
間的前後 関係 を意識 して示 す ときは,1飴o-kδっ よ りも次 の例 の よ うに
1爾caak-nan/t蕊一caak-nゑn「それ か ら」 や,1淘c直ak-nii/t蕊一c之akロn至i
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「これか ら」 とい うよ うな別の言い方 をしたほ うが明示 的で ある。
26)s血田kh5っ翼〕thiih含aηsaphaslnkh直a15gcaak-n直npaiduu
n百9.
買 う/物/で/デ パー ト/それか ら/行 く/見 る/映 画
[デパー トで買い物 を します ・それか ら映画 を見に行 きます]
「そ して」 には二種 類 の用法 があるこ とか ら,時 間の前後 関係 を明示す る
場合 は 「それ か ら」,また は 「その あとで」 を意識 して用 いるよ うに指 導
したほうが誤用 をまね くこ とは少ない と思 われ る。
rそれで」 に も普通二種類 の用法 が考 えられ る。一つ は前 の内容 を受 け
て当然 だと考え られ る結果 を後 に続 ける言い方 である。 も う一つ は応待表
現 として,相 手 の話 を受 けてさらに先 に話 をうながす よ うな ときに使 う言
い方 である。 タイ語 で もこの二つの用法 は異な る言 い方 で示 され る。前者
では,d負ai-h能t-nii,後者 は 皿i-naa-laまたは1麗oで あらわ され る。
27〉khunmεmai-sabaai,dOaihさetniid色kkhonnanc皿Um色i
ハraa-ro91・
母/病 気だ/こ の理 由で/子 供/人/そ の/そ れ で/な い/明 るい
[お母 さんが病 気な のです 。それ であの子は元気 がないのです1
前者の言い方では,あ とに結果 を導 くCU凋 をともな うことが多 い。c田η
は文語的,書 き言葉的 で,会 話 では1agiに代わ る傾 向がある・
28)ph6mthamkrap益o-sataaりh益aH∂gik1Umcaim含ak.
私/す る/財 布/無 くなる1そ れ で/困 る/大 変
[私は財布 をな くしました。それで大変困 りま した]
[(私は財布 をな くして大変困 りま した)1
この よ うにc田g,1∂giは接続詞 「それ で」 に対 応す る ものだが,接 続助
詞 として結果 を導 く日本語 のrテ 」形 にも用い られる。 もうひ とつ の後者
の用法 では相手 の話 した内容 に続 けて い うところに特徴 がある。これ は具
体的 に文 をつ な ぐとい うよ り,む しろ間投詞的な用法 といえよ う。
29)1益εoaakaankh5DηkhunThaanaakapeny査aqraibaa功～
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それで/具 合/の/さ ん/田 中/で ある 〆どんな!い くらか
[で・ 田中さんの具合 は どうなんです か]
30)mi-naa-1含o,thoac田肛 直kphuamaak.
道理 で/彼 女/そ れで/好 きだ/夫/大 変
[それで,彼 女 は夫 が好 きなんだ]
3,1.3.「それ に」「しか も」 に対応す るもの
前 の内容 を受 けて さらに後 の内容 をつ け加 えるときに使われ る接続詞 の
うち,「 しか も」 は 「Xだ けでな くさらにYも 」 とい うよ うな添加 の意
蛛が強 くあらわ される。「それ に」 には1奮oyau.,.,n5っk-caak一並i
・dαaiなどの言い方 が,「しか も」 にはsゑm-yao ...hk-d血ai,
t能εm-yao・..貢ik-d自aiなどの言 い方 がそれぞれ相 当す る。
31)wanniipOatsiis註1査εoya弓aidUai.
今 日ノ痛 い/頭/〔完〕ノまだ/咳 をす る/と もに
[今日は頭痛 がす るし,そ れ に咳 も出 る]
32)phrOηniif6ncat6knδっk-caak-niilomk5gkhoOcarεε弓
d直ai.
明 日/雨/〔未〕/降る!このほか/風/も ノだ ろう/〔未〕/強い!と もに
1明日は雨 が降 るだろ う。それ に風 も強いだ ろ う]
33〉pratheetYiip亡nphεεn重h宣ik50khεεp,s宜myaりmii
prachaakoっnmaakiikd血a重.
国/日 本1土 地1も/狭 い/繰 り返 す/ま だ/あ る/
人 口/多 い/あ とノともに
[日本 は土地 が狭 く,そ れ に人 口が多 いです]
34)aah鍾anniira&khaath亡ukth蓉εmyaOar5iiikd直ai.
料理/こ の/値 段/安 い/加 える/ま だ 〆おい しい 〆あ と/と もに
[この料理 は安 くて,し か もおい しいです1
単な る並列・列挙ではな く,rしか も」rその うえにさらに」 とい う累加的
な言 い方 では,yi乎kw直a-n舶とい う言い方が用 い られ る、
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35)khゑorαup-bつy均一kwaa-n白nyaOcaidiid血ai、
彼/ハ ンサムな 〆しか も/ま だ/親 切 ノともに
[彼はハ ンサムです。それ に/し か も/そ の うえ親切 です]
3.1.4.「それ では」「ところで」 に対応す るもの
「それでは」 は相手 の話 を受 けてそれ を根拠 に して 自分 の意見 や考 え を
述べ る際に使 われ る。タイ語 ではth含a-y査aη・りゑnま たはthaa一増nと い
う条件句で あらわ されるが,36〉の文頭 の間投詞 的な言い方 も少 な くない。
36)mi均aansδmr6tr曲田,th倉a勾直nk5Dmaimi三thaaη1血ak
n直.
ある/結 婚式/か!も し1それ/も/な い1あ る/方 法/選 ぶ/〔語〕
[結婚 式があるんですか。それ では しかたがあ りませ んね]
また,「それでは」は ある種 の時間 の区切 りを伝達す るこ ともあるが・ そ
の揚合 はこれ らと異 なって,a・舶 とい う別 の言 い方 で あらわ され る。
37)ao1ゑ,tきε一pai-niicar§gmrian16εo,
それでは,1これ か ら!沫 ン 始 める ノ勉強す る/〔完 〕
[それでは,こ れか ら授 業 を始 め ます]
話 題 を転換 させ る 「ところで」は37〉の 「それで は」 と同 じよ うに・文頭
に間投 詞U鳳 兀を用いてあ らわ される。
38)ulul,c註ak-n{i-paicakh50-haikhun-ki卑urakhdln-klaao,
感/こ れ か ら/〔未〕/お願いす る/木 村 さん/挨 拶す る
[それ では,こ れ か ら木村 さんにご挨拶 をお願 い します1
3.1.5.rか」rまた は」rそれとも」 に対応す るもの
前 の内容 と後 に述べ る内容 のうち,ど ち らか を選 ぶ ときに使 われ るが,
r血田 は 「XかYか 」 「XかY」 とい う二種類 の選択 をあらわす用 法 が
あ る。r面皿 が疑 問文 のマー カー で,か つ選択 助詞 で ある点 は 日本 語 の
「か」 と似てい る.
39)a.kaafεrd=uエchaa-ciin
コー ヒー/か/紅 茶[コ ー ヒrか(ま たは)紅茶]
一125一
b.pairO㌃㎝maipai
行 く/か ノない ノ行 く[行 くか行 かないか]
冊)car乏pkaafεr面田一waacarapchaa一£ rau～
〔未〕/いただ く1コ ー ヒー/ま たは/〔未〕,'いただ く/紅茶
隣 一 ヒーに しますか,そ れ とも紅茶 に します か]
40)のよ うな文選択 疑 問文 の場合 はそれ ぞれの文 を対比 させ て,r由uT-
waaでつながれ ている。 目本語 の 「XかYか 」構文 にお ける後の疑問終
助詞 は タイ語 では何 もマー クされ ない。一方,「XかYを 」 のよ うな 目
的語選 択文の揚合 には,次 の よ うなwaa.のない構造 にな り,40)とは異
なるこ とに注意 しなけれぱな らない。
41)carゑpkaafεεr血UIchaa-frag.
〔未1/いただ く/コー ヒー/ま たは/紅 茶
[コーヒー塑(ま たは)紅茶 をいただきます]
なお,タ イ語 の場合,鵡UIが 一 か所 に しか用 い られていないために,日
本語であ らわ した揚合,「 士一 ヒーか紅 茶 にします か」,「コー ヒーに しま
すか・紅茶 にします」 の ような文 になることが多 いので初期 の段 階では特
に注意す る必 要がある。
3.1.6,「それ で」「だか ら」 に対応す るもの
「それで」「ですか ら」 は前 に述べ た理 由を受 けて,そ の結 果 をあ とに続
ける ときに用 い られ る。「それで」 は3・L2・の用法 とやや異 なる もの で,
ここでは 「だか ら」 と同 じ用法 で あるが,タ イ語 ではphr6?chanゑnま
たはchananであ らわ され る。同時 にc田 りゃbaiが 主節 にあ らわれ る
ことも多 い。 これは機 能的 には中国語 の複文 呼応語 のr就 」 と似 た用法
で,特 に訳出 されるこ とはない。
42)m痴awaanniif6nt6knakmaak,chananc田りmai-daipai
n益ibgi,
昨 日/雨/降 る1重 い ノ大変/だ か らノで/な かった/行 く/ど こ も
[昨目はひどい雨 でした。ですか らどこへも行 きませんで した]
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ヰ3)khonthiiroo珊aanph加tphaas益aagkritmaidai,
phr5?chan直ncat5gphUutpenphaas首a_Yiip亡n.
人!で/工 場 、'話す1英 語1な い1で きる1
だか ら/〔未〕!なければな らない1話 す ノで1目 本語
[工場 の人 は英語 がわか りませ ん。ですか ら,日 本語 で話 さな けれ
ば な りません]
斗2)のよ うに接続詞 と呼応詞 が二重 にみ られ ることか ら,し ば しば タイ人
学習者 のなかには 「～… です か らそれ で」 の よ うな重 なった使 い方 をす る
場合 も多 い。 なおchan直nを否定す るmi-chananは「そ うでなければ,
さもな くぱ」 とい う条件接続詞 として用 い られ る。
3.1.7.「す ると」 に対応する もの
ある動作 ・行為 が終 わったあと,新 しい現象 が認 め られ たよ うな場合 に・
「す やと」 が用 い られ るが,タ イ語 では 「急 に」 といった意 昧の副詞 がこ
れに準 じて用 い られ る。 したがって次 の例 でも 「*急に/突 然,駅 員 は警
察に連絡 しました」 の ような 日本語 にな ることが多 い。
4斗)than-dai-nanc直onaathiisath互anii-r6tfaik5Dtitt5っ
caon且athiitamr血athaithan-thii.
突然 ノ係員/駅 〆も!連 絡す る/
係員/警 察 、'あげ るノす ぐに
[すると,駅 員 はす ぐに警 察に連絡 して くれま した]
3・2・逆接の接続詞表 現
目本語 では 「しか し」「けれ ども/だ け ど/です け ど」「で も」 な ど,多
様 な用い方 が観 察 され るが,タ イ語 では種類 は限定 され ている。
45)aah鍾an-Yiip"narうi,tεεphε0.
日本料理/お い しい!し か し/高 い
[目本料理 はおい しいですが,高 いです]
46)yきak-daikl5η一thaai-r血up,tゑε一thawaam含imiiりgn.
欲 しい/カ メラ/で も/な い,1ある/お金
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[カメラが欲 しいです。 でもお金 があ りません]
47)rooη弓aannfi16k,tきεpharitpharitthaphanth鉦dii.
工揚/こ の1小 さい/し か し/生産 す る1製 品 ノ〔関〕ノいい
に の工場 は小さいです。 しか し,い い製 品 を作 ってい ます]
tミε一tha-waaはtきεとやや趣 が異な り,前 に述 べた ことが らと予想 した以
上 に対立 しているとい った意味が強 くあ らわ され る。 目本語 の意外 性 をあ
らわす 「ところが」 な どに相当す る。
「けれ ども」 は文末 にあ らわれ,も のご とを断 定的に言 うのを避 けて,
相手 の反応 をみ る気持 ち をあ らわす ことがあ った り(rどうも思い出せない
んです けど」),反実仮想的 に実現 しなか った ことを回想的に述 べ る言 い方
(「あのとき話 して くれ た らよか ったのだけれ ども」)があるが,こ うした場
合 ・ タイ語 では と くに言語化 さ麹 ることはない・「けれ ども」 が文節末 に
ついて,接 続助詞 と して用 い られ る場 合 は,次 の よ うにtきε一k5っであ ら
わされ るのが普通 である・前のこ とが らと後 のこ とが らとが共存的 な関係
や対 比 的な関係 に あるこ とを明示す るた めにk50を ともな って いるが,
形式的 な もので,日 本語の 「も」 と対応す る ものではない。
48)kinyaaI己εot毒ε一k5Dyaomaih巨ai.
飲 む/薬/〔完〕/しか し/ま だ!な い/回 復す る
[薬を飲み ま したが,ま だ治 り.ません]
49)ChiaOmaikδDyaakcapa正t毒ε一k5っy自akcapai
チェンマイ/も/た い1〔未〕/行く!が/た い/〔未〕/行く
Phuukさtd血aimd自an-kan.
/プー ケ ッ ト/と もに/同 じ く
[チェンマイ にも行 きたい けれ ども,プ ーケ ッ トヘ も行 きたい]
ここではt蕊 が接続詞的用法,tきε一k5っは接続助詞的 な用法 と一応の区別
は可能 である。む しろここで注意すべ き点 はt老ε一kδDが,次に述 べ る複 文
の逆条件文 「テモ」 に も用 い られ る ことか ら,49)などの例 において,し
ば しば 「*チェ ンマイに行 きた くて もプー ケ ッ トに行 きたい」 のよ うな表
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現 に置 き喚わ る点 であ る。複文の 「テモ」 の構文 には後述す る複文表現 が
あるので,そ の点 は整理 して指導 す るよ う心 がけたい。
このほか,日 本語 には 「それで も」 の用法 が頻用 され るが,タ イ語 では
m6ε一kran直nとい う表現が これに相 当す る。
50)m6ε一kranゑnthaamaikhaocaila-kδor!akph6mnδっi,
それ でも1も し/な い/わ かる/な ら/呼ぶ/私/ち ょっと
[それで もわ からなか った ら,私 を呼んで くだ さい1
4.複 文 と関連語語句表 現一1-
4.1.タ イ語にお ける文の分類
接 続助詞 を用 いた表現 を考察す る際 には,複 文の構成 とそれにかかわ る
副詞 な どの 「関連語句」 を整理 してお く必 要があ る。そのま えに タイ語 の
文構成についてみておこ う。タイ語 では次 の三種類 の文分類 が行 われ る駄
a.単 文?eekatthゑ一pray60k
b.重 文.?aneek直tth邑一pray60k
c.複 文s勘kom-pτayook
b.の重文は さらに次 の三種類 に分 け られる。
連接重文?anwayaaneekatthゑ一prayδok
反意複 文pha頭ti£ekaaneekattha-pray60k
選択複 文wikanpaaneekattha-pray60k
因果構文h6ettawaaneek含tth註一pray60k
「連接重文」,「反意重文」 は 目本語 の順接構 文,逆 接構 文 にそれぞれ相 当
す る。またC.の複文 は次 の要素か ら成 るとされ る。
主 節m血kkhay直・pray60k
従属節?an血 一pray60k
5)こ う した 文 の伝 統 的 な分 類1まSinlapa瓢nなど に も と づ く。 邦 訳 語 は 冨 田
(1997)によ る。 なおBanchopではkha皿一ch山amとい う言 葉 を用 い て,単 一 接 続
語,複 合 接 続 語 とい う分 類 を お こ な って い る 。
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この うち,徒 属節 は次の三種類 に分類 され る。
名詞節naamaan丘一pray60k
形容節khunaan6.pray60k
修飾 節w至sさetnaan亡一pray60k
以上 がタイ語の文の分類 であるが,こ の うち日本語 でい う複 文 に相 当す る
c.はと くに下位的 な分類 がな されてい るわけでは な く,上 記 三種類 の従
属節 もまた きわめて大枠 の分類 であることか ら,日 本語 との複 文 を二れ と
厳密 に対応 させて観察す ることは困難 であろ う。 ここでは目本語 の複 文分
類の大筋 にしたがって,そ れぞれの副詞節 の対応表現 の特徴 をみてい くこ
とにした い。
4.2.時間関係 をあらわす副詞節目
副詞節 のなかでも時間節構文 は複 文導入 の初期 にあ らわれ,ま た時間設
定 の形式 も種類 が多 い ことか ら,学 習者 の表現 関心 の高 さが予想 され る。
「～まえに」は 「まず」 とい う意 味の副詞k5Dnが 文頭 にた って,接 続 の
機能 を果た している。k50nの後 には通常,動 詞文 が続 く。
51)kうりnnりりnkhlanc6tm首ai.
前 にノ寝 る ノ書 く/手紙1寝 る前 に手 紙 を書 く]
恒常的な,あ るいは既定 の予測的 な行動 の ときはk5Dnだ けで よいが,不
特定 な未 来事態 が生起 す る揚合 には,kうonthiicaのよ うに閣係代名詞
th1iや助 動詞caを ともな うこ とが多 い。 この 蛉pn節 は通常 は文頭 に置
かれ るが,次 のよ うに後方 に置かれ ることもあ る。
52)thaankhaaok5っnthiica5Dk-paikhaη一n5く》 .
食 べ る1ご飯/前/〔関〕,1〔未〕/出か ける 〆外
[外出す る前 に食事 をします]
時間節 の前方,後 方 の配置選択 は情報 の優位 性 とか かわ ってお り,52)で
は 「食事 をする こと」 が 「外出す ること」 よ りも特別 に意識 されてい る。
「～あとに/で 」,「～か ら」 の双方 については タイ語 では厳密 な区別 はみ
られない。ただ 「～あ とに/で 」 の場合 は1勘c飴kthiica… のよ うに
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上記k5Dn節の揚合 に用 いた関係代名詞thiiや未来助動詞ca,さ らに節
末 に完了の助動詞1歪εoをともなうことが多 い。
53)1益ηc註akthaanaah議an-yenduuthoorathゑt,
～か ら/食 べ る/夕 食/見 る/テ レビ
[夕食 を食 べてか ら,テ レビを見 ます]
54)1首ηcaakthaan.aah互an-yenI歪εo,duuthoorathat.
～か ら/食べ る/夕 食/〔完〕/見る/テ レビ
1夕食 を食 べた あとで,テ レビを見 ます]
55)phaai1勘thiithamth丘r白sもtcaklapbaan,
一か ら/〔関〕/する/用 事/終 わる ノ〔未〕ノ帰 る 〆家
[用事 をす ませ たあとで,帰 宅 します]
56)phr6っmnaakanL6εo-kh5ir5amdiikwaa,
揃 う/顔/互 いに/て から/始 め る/い い/よ り
[皆の顔 が揃 った上で始 めたほ うが いい]
56)の1禽o-kh5iは「順序 に沿って」 とい う意 昧があ り,日 本語 では行為
選択 に重点 をおいた 「～ した うえで」 の表現 にほぽ相当す る。 また単 に時
問の起点 をあらわす場 合 に限 って,目 本 語 の格助詞 「か ら」(起点格)に相
当するタイ語 前置詞t勘t蕊 とい う言 い方 が用 い られ る。
57)taりt毒εmaaY五p亡nk5っy血uTookiaomaatal5Dt、
～か ら/来 る/日 本,1も!いる ノ東京/一 て くる/ず っ と
[日本 に来 て以来,ず っ と東京 に住 んでい る]
「～ とき」 にはいろい ろな タイ語 の表現 が観察 され る6)。そ の代表例 は,
tっon(thil)...,weelaa_.,m愈a、_などであるctDDnは 「～ して
い る頃」 のよ うに動作進行 のおおまかな時間帯 をあらわす ことが多 い。
58)ph血anmaatDDnthilka皿1ag懐paahぬny亡u・
友達/来 る/と き/〔関〕/してい る/い ただ く/料理/い る
6)時 間 節 につ い ては 宮 本 マ ラシー(1989)の考 察 が あ る 。
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1食事 をしてい るとき,友 達 が来 ま した1
59)weelaaaak直atr5Dn,kh50ηcasiaりaai,
とき"天 気 ノ暑 い/物/〔未〕ノ腐 る/や す い
[暑い ときは物が悪 くな りやすいです]
60)yゑaimaakruOtheepy亡um血ach盗npendらk,
引っ越 す ノ来 る/バ ンコク/い るノとき ノ私/で あ るノ子供
[私が子供 の とき,バ ンコクに引 っ越 して来 ま した1
61)m伽khaamthan6ntδqrawaηr6tyQn.
とき/渡 る/道 路 ノなけれぱな らない!注 意す る/車
[道路 を渡 る ときには車 に注意 して くだ さいl
bm,weelaaのあ とには関係 代名 詞が置かれ るこ とが多 いが,限 定的な
場含 〔「～ ときに」 「一 ときは」)にこの傾 向が強 いよ うである。また,目 本
語 と異な る点は,こ こで も58),60)のよ うに従属文が主文 の後方に位置す
ることが可能 な点 であ る。60),61)のように過去 の事 実,ま た一般 的通念
等 を示 唆す る揚合 はm曲aが あ らわれやす い。 ほか に もnaikaraanii
thli...「～の揚合 は」 などの言い方 もあ る。また 「万一雨 の ときは」の
ように条件 とかかわ る揚合 は,後 述の条件 節 を用 い ることも多 い。
r～まで」 はタイ語 ではkw飴 .,.シcon垂w加...な どの言 い方で あ
らわされ 易。「～ まで に」 とい う時間 の範 囲 を限 定す る言い方 もこれ にふ
くまれ る。
62)yaathaankhaaocon-kwaach直nklapmaa,
～す るな ノ食 ぺる/ご 飯/ま で/私 ノ帰 る/来 る
[私が帰 って来 るまでご飯 を食べ ないで ください1
63)con-kw註acaph6pkaniik.
まで/こ未〕ノ会 う/互いに/さ らに[ま た会 う日まで1
「～ うちに」 には二つ の言 い方 が区別 して示 され る。 ひ とつ は 「～ない
うちに」 でひ とっ はr～ してい る うちに」 である。 どち らも一定の時問の
間 をさしているが,前 者 はr解 まえに」にほぼ相 当 し・ 目的 に沿 って何 か
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を処理す る意図が あ らわ され,後 者 は自然的 な移行 にともな う事態発生が
示 され る。 タイ語 ではいずれ も(nai)khanゑth鉱・・の形で あ らわ され
るが,前 者 の場合 はyaη 「まだ」 が,後 者 の場 合 は,方 向動詞maa「 ～
してい く」や,khδi-kh5i「次第 に」 とい う副詞相 当のタイ語 がそれ ぞれ
添 えられ る傾 向が ある。
64)klapbaannaikhanゑthi1yagmaim愈田tthさ?.
帰 る!家!中/と き/〔関〕ノまだ/な い 〆暗 い!ま しょう
1暗くならない うちに家 に帰 りましょ う]
65)khanathiiaanpaik5akh5霊一 isan亡kkh血nr血ai-K触ai,
とき/〔関〕/読む/行 く、1も/次第 に/面 白い1な る1ず っと
1読んでいる うちにだんだん面白 くな って きた]
「～ とたん」 「～や いなや」「曜 と同時 に」 な ど瞬間の時間 の経過 をあ ら
わす表現は 目本語 に多 くみ られるが,タ イ語 には次の よ うな形式 があ る。
66)thanthi五thiir6tmeec5Dtth丘kkhonk5っkruu-kriaukan
kh由nr6t.
急 に 〆〔関〕/バス/止 まる/み んな/も/群 が る/互 い に/乗 る/車
[バスが止 まるやいなや,み んなは殺到 して乗 り込 んだ]
または後述す る条件節 「～ とす ぐ～」 の文型 が用 い られ るこ とも多い 。
「～たびに」 は 「～す るたぴご とに」 とい う表現 を用 い る。
67)th丘kkhr直Uthiiph6m.duurGupth色ainii堕can働kthd功
wai-dさk.
毎/回/〔関〕/私/見るノ写真 、'この/も/〔未ン 思 い出す1幼 年期
[この写真 を見 るたび に,私 は少年時 代 を思い出す]
日本語では同一主語 の場合,主 語 は後件 の主節 にあらわれ るのが普通 で あ
るが,タ イ語 では上記例 の 「～私 が この写真 を見 るたび に」 の よ うに従 属
節 に主語があ らわれ る傾 向がある ことも注意すべ き点 であ る。
4.3。付帯状況 をあらわす副詞節
「～ なが ら」 はある動作 を行 う一方,他 の動作 も同時並列的 に行 う状況
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を 述 ぺ る も の で,,、.pai..,paiま た は...(pai)phlaao...(pai)
phlaagとい う対 句 形 式 で あ らわ さ れ る7〕.
68)chゑnm蝕cafagphleeUpaitha単 りaanpaL
私/～ が ち だ/〔未 〕/聞 く!音 楽/行 く,/働く/行 く
[私は い つ も 音 楽 を 聞 き な が ら仕 事 を し ま す]
69)duuthooraセhatpai-phlaalthaankhaaopai-phlaaη,
見 る/テ レ ビ1行 く!食 べ る/ご 飯/行 く
[テ レ ビ を 見 な が ら ご 飯 を 食 べ ま す]
「～ す る の と 一 緒 に 」 「～ の 動 作 に 付 随 し て 」 と い う付 帯 状 況 を 明 示 的 に あ
らわ す 場 合 はpaiphr6っm-phr5Dmkapと い う別 の 言 い 方 が しば し ば 用
い ら れ る 。
70)haamduun勘s血 皿paiphr5っm-phr6Dmkapduu
thoor狂th直t.
禁 ず る ノ見 る/本/揃 う/と/見 る/テ レ ビ
[テ レ ビ を 見 な が ら勉 強 し て は い け ま せ ん]
状 態 を維 持 す る 「一 ま ま 」 に は,相 当 す る タ イ 語 の 表 現 が 二 種 類 あ る 。
71)khaopainaihδgthaη一thiiyal〕sairDDOth直oy亡u.
入 る!行 く/中!ま ま で/ま だ/履 く/靴!い る
[靴を履 い た ま ま 部 屋 の 中 に 入 る]
72)mondooimais註ikuncε εpratuu,
寝 る ノで/な い/入 れ る/鍵/ド ァ
[ドア に 鍵 を か け な い ま ま,寝 て し ま っ た]
こ の よ う にth鋤thiiyaη_,yむuや 前 置 詞dooiを 用 い て も よ い が,
次 の よ うな 言 い 方 で も あ ら わ さ れ る こ と も あ る 。
73)...naisaphaapthiis貢amrgDηth丘oy血u.
で/状 態/関/履 く/靴/い る[靴 を 履 い た 状 態 で,・ 一]
7)様 態修 飾節,付 帯 修 飾 節 につ い て は源 乃(1991)でふれ られ て い る。
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一方,「まま」 が 「・.・・に したが って」 の意味で用 い られ る場 合 は次 の よ
うな別 の言い方になるこ とも注意すべ きで ある。
74)dais血um互勾s前ul1色mnゑntaamthlipb愈ann`nam,
得 る/買 う/本1冊/そ の1し た が う/〔関〕/友達/紹 介す る
[友達が勧 めるままにその本 を買 った]
5.複 文 と関連語語句表現一2一
引 き続 き,主 要 な複文構成 の うち,条 件節,逆 条件節,理 由原 因節・ 目
的節 について 目タイ語 の対照 をこころみる。
5.1.条件 をあらわす副詞 節
日本語 の条件節 「タラ,レ バ,ト,ナ ラ」 がタイ語 で どのよ うにあ らわ
され るかを見てみ よ う。条件 節は一部 時間節 とも重 な り(「雨 が降 る量
は」 な ど)がみ られ るため,先 に述 べた時間節構 文 との混 用が予測 され る
が,条 件節 にはい くつかの明示的パ ター ンがある。まず 「と」 をみてみ よ
う。これ は前件 と後件 のつなが りが偶発的な契機 に よる もの,あ る動 作行
為 か ら次 の動作行為への移行 炉間 を置 かず に行 われ ることをあ らわす。
75)phaっd血田mlaokhao-paik5っcar血us磁km含isabaai
kh貢m-maa.
十分 な/飲 む/酒 〆て行 く1も/〔未〕/感じる1な い/元 気 な/て 来 る
[お酒 を飲む と気持 ちが悪 くな ります]
一般的,客 観的条件 を示す場合は文頭 にthaaを用 いるのが普通 である。
76)thaaliaosゑ由than6nniiラkδocapai5っksath益anii.
た ら1曲 がる/左/道 路 ノこの/も1〔未〕/行く/出 る1駅
[この道 を左 に曲がる と駅 に出 ます1
日本語 のrも し」 に相 当す る副詞 はタイ語 にはない。.thaaが副詞 と文型
を兼用 している ことか ら,r}も しこの道 を左 に曲が ります・ 駅 に出 ます」
とい う文 を初級 段階 ではっ くりやすい。
「た ら」「れば」 の条件 文 も基本 的 には同 じthaaの形式 で示 され る。
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77)th直aaakゑatmaidiiph6mk5Dm含ipai,
た ら!天気/な い ノいい/私/も/な い ノ行 く
[天気 が悪 かった ら/悪 けれぱ私 は行 きませんl
rなら」 の揚合 もthaaを条件節 の文頭 に置 いて あ らわ され るが,同 時 に
1ak5Dを,文末 にd負aiを置 いて語調 を整 えることが多 い。
78)th飴khun-Rゑttanaapenkhon-Yiipun1含一k50ph6myaak-ca
t輌aand血ai.
な ら/ラ タナー さん1だ1目 本人/も/私/し たい ノ
結婚 する!一 緒 に
[もしラタナー さんが 日本人 な ら私 は結婚 したいです1
「万一」 とい う仮 定条件 を強調 したい時は,s6mm直t「仮定す る」 とい う
意 味の動詞 を ともない,thaas6mm面,ま たはs6mm丘tw飴 とい う関
連語句 が用い られる。これは 「～ とす れば」 の ようなニ ュァ ンスの文 に相
当するとみ られ る・
79)s6mm血twaakhunpenchゑn1ゑεo,khuncathamyaa的ail
仮定す る/と い う/あ なた/だ/私/〔 完 〕!あなた,'〔未〕/する!ど
んな
[仮にあなたが私 だ った らどうしますか1
「～ば～ ほ ど」 とい う程度 の累積 をあ らわす表現 は一種 の慣用的 な呼応表
現 であるyiり・...yiη…(thaon丘n)とい う形式 を用 いる。
80)raakhaakhaao-kh5っUyigs並unkh血nthaoraikaan
damronchiiwitkδDyiglambaakmaakkh血nthaon白n.
値段/物1と くに ノ高 い ノ上が るノい くらノこと/
生活す る/も/と くに/困 る/大 変/な る/だ け
[物価 が上 がれば上 がるほど生活 はそれだけ苦 しくな ります1
条件節が事態発生 をあ らわす 「～時」 「一場合 は」の意味に解釈 され る際
には,次 のよ うな時問節 が条件節 に代 わって用 い られ る。
81)khan直thiikamla弓khuiy亡uk註pkhun-Taanaakakhun一
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Yaamaadakδっmaa.
場合/〔関〕/ている 〆話 す/い る/と 〆田中 さん/山 田さん 〆も!来 る
[田中 さん と話 していた ら(話してい るとき)山田さんが来 ま した]
r～以上!か らには」 は 夏麓oy5っmt鋤 「～ した ら～せ ざるを得 ない」 と
いった慣用 的な関連語句 であ らわ され る。
82)s首nyaa16εoy50mtδ肛 直ks首asゑnyaa、
約束す る/〔完ユ/認める!な ければ な らない/守 る/約 束
[約束 した以上,約 束 を守.らなけれぱな らない]
5.2・逆接,逆 条件 をあ らわす副詞 節
逆接 の 「のに」 に対応 す るタイ語 はth的一th丘9-thiiを文 頭 においてあ
らわ され るが,後 述 の逆 条 件rて も」 に相 当 す るthOなりm6ε一waa,
thdレg-caなども同様 に用 い られ ることがある。
83〉th直g-th象〕一thiir6Dnyaagnii,kh直ok5Dya勾saisaweet∂o.
に もかかわ らず!暑 い/こ んなに/彼,'も/まだ ノ着 るノセーター
に んなに暑 いのに彼 はセー ター を着 てい ますユ
84),m歪ε一cadaithaanyaa15εok5っtaam,kh溢iyaηmai16t-100.
て も/し た/飲 む/薬/1完〕/も/従 う/熱!ま だ 〆ない/下 がる
[薬を飲 んだのに,ま だ熱 が下 が りませ ん]
83)の場合 は 「て も」 に置 き換え る と不 自然 で あるび,84)の揚 合 は成立
す る。 このこ とか ら,タ イ人学習者 には 「て も」 と 「のに」 の混用 が しぱ
しば見 られ る。これ はタイ語 のひ とつの表現 が 日本語 の二 つの用法 を同時
に兼務 するか らにほかな らない。「て も」 は,mεεwaaの ほかにth曲 η
(ca),th出om麗(ca)がよく用 い られるが,特 に後者は 「た とえ～で も」
の ような仮定 の逆条件 の場合 に相 当す る言い方 である。
85)thd鉱ηf6ntδkkδつtaηcaiwaacapai,
一で も!雨/降 る ノも/つ もりだ,'とい う1〔未〕/行く
[雨が降 って も出 かけるつ もりです]
S6)th血り一m6ε一waacamiiOonkδDmais血田r6t.
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た とえ～で も/〔未 ン ある/お 金!も/な い/買 う/車
1たとえお金があ って も車 を買 いません]
「ても」目には無条件 「い くら～て も」 の言 い方が あるが,そ の場合 は上記
の言い方 にthaoraik5っtaamとい う呼応語句 を添 えて あ らわす.
87)thd㌃りkhっDis直kthaoraik5っtaamkh直okhoり一cam盒imaa.
～ても/待 つ!ほ ど1い くら/も/従 う/彼 〆だろ う/な い/来 る
1いくら持 って も,彼 は来 ないで しょ列
タイ語 の逆条件 文 の特徴 として 「～であれ～で あれJに 相 当す る慣用的 な
並 立形式 が しば しば 見 られ る。 この場合は動詞接続 と名詞接続 とで異な る
言い方 をす る。これ も一種 の無条件文 の変形 とみ られる・
88)mai,waaf6ncat6kr並uld毒εtcaうっkt血umtゑεchaao
th面kwan.
であれ/雨/〔未〕/降る!か1太 陽/〔未〕/出る/起 きる/早 朝/毎 目
[雨が降ろ うと日が照 ろ うと彼は毎朝早 く起 きる]
89)ph自uyink5っdiiph自uchaaik5Ddiikhraik5Dkhaoδprom目
dai.
女性1も/い い1男 性/・も/い い/誰/も/参 加 す るノ会1で きる
[女性 で も男性 でも誰 でも会 に参加 で きます]
89)はむ しろ後置詞的な言い方で ある。並立形式 は複数 の事物 を とりたて
るrAもBも 」 の言い方 とも関連 があ る。 これに相 当す るタイ語表現 と
してはth鈎AI紹Bと い う言い方が ある。なお 「くせに」 に相 当す るタ
イ語の固有の表現 は見 当たらな いので,こ の点 も注意すべ きだ ろ う・
5・3.理由原因 をあらわす副詞節
タイ語 の因果構文 は関連語 が前 方 に置 かれる場合 と後方に置かれる揚合
とがある。 目本語 で 「か ら」 で あらわ され る文 をみ てみよ う・
90)antaraaiphr62chan直nyaalennaithan6n,
危ない!だ か ら/～す るな/遊 ぶ!中 で!道 路
[危ない から道路 で遊 んではいけません]
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91)naコr6tth6ks笠ik1直pk註nthき?phr6?d血kI6εQ.
乗 る/タ クシー!帰 る1互 いに/ま しょ う/だか ら!夜 遅 い/〔完〕
[遅くな った か ら,タ クシーで帰 りましょう]
この例 でも明 らかな ように,目 本 語 の理 由原 因 「か ら」節 は 「だか ら」 を
意 味す るphr6?cha飴nまた はdannanによって前節 を後件 に導 く言 い
方 とphr甜 を後方 に用 いて後 ろか ら前件 を意 味づ ける二種 類 の言 い方 が
み られる。前者 は接続詞的,後 者 は接続助詞的 な用法 とみて よい。 どちら
が選択 され るか は,情 報 の比重の お きかた に もとづ くもの と考 え られ る。
上例 では 「危 ない`「タクシーに乗 って帰 る」 とい うそれぞれ前件,後 件
を強 調 したい ときに,こ うした使 い分 けが生 じる。これ に対 して1の で」
にっ いてみ てみ る と,タ イ語 では文頭 にphr6?waaまたはphr6?を置
いて あらわす傾 向がある。 これは最初 か ら理 由原 因 となるこ とが らが既知
の情報 であ り,自 然 に結果が導かれ るこ とを示唆 している。
92)phr6?w含ar6Dnb臼ith5っts血a-n5っkthamgaan、
だか ら!暑 い/そ れで/脱 ぐ/上 着/働 く
[あつ いので上着 を脱 いで仕事 を しま したユ
93)phr62penwan-aath重twanniithan6nbgiwaan,
だか ら!で あるノ日曜 日/道 路!そ れ で1空 いている
[日曜 目なので今 日は道路 が空 いて いる1
日本語 のrか ら」 もrの で」 も前件 にみ る後件 発動 の誘 因性 によって規定
され る ことが多 いが,「ので」 の場合 は文頭 のphr5?一waaまたはphr62
と呼応す る1gaiが文 中にあ らわれ る点で特徴 的 とい える。なお,「～のは
～だか らだ」 とい う理 由原 因の説 明文で は,
94)(kaan)thiiph6my心tpenphr6?・waapen-w直t.
(こと)ノ関"私 ノ休む ノであ る/だ か らノ風邪 を引 く
[私が休 んだのは風邪 を引いたか らです]
の ようにpenphr6?w含aとい う接続語句が用い られ る。 このほか,理 由
原 因節 には 日本 語 では 「テ」「クテ」形 に よって導 かれ る場 合 があるが,
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タイ語 で は前件 に接続 マー カー が ないかわ り,後 件 に ねgiまた はC田 η
をともなって あらわ され る。
95)pen-w註tbgi/c田弓 さpkhっつ.
風 邪 を引 く/それで,1痛い1喉[風 邪 を引いて喉 が痛 いです1
さらに結果事態 を導 く 「テ」 につ いては,タ イ語1では しば しぱ程度 をあら
わすconを 用 いて 「～す るほどまで に」 といった意味であ らわ され る。
96)kluaconkh邑as首n,
怖 い/ま で/足/震 える
[恐ろしくて膝 が震 えた]
97〉t直akdこεtconphiudε鋤,
当たる/目 光/ま で/皮 膚/赤 い
[目に焼 けて皮膚が赤 くなった]
こ うした特徴 は 日本語 であ らわす場合 の一 つの干渉要因 ともな り,程 度 を
あらわす表現 どして 「*膝び震 えるまで怖 かった」・「*皮膚が赤 くな る≦至
い陽に焼 けた」のよ うな誤用 を生 じることが ある。
理由原因節 をなす文型 は 目本語 では非常 に豊 富で あるが,タ イ語 では比
較的少ない。「～ために」 に相 当す る接続表現 も特 にをイ語 には見い出せ
ない。ただ し 「～ことによって」「～せい で」「一おかげで」 な どの表現 で
は次のよ うな関連語が用い られる ことがある。
98)n愈aη一caakkhwaambDnlεεkh5ηph5っ一m§ε,1血ukdairap
b直atcもP.
によって,'不注意/の/親 ノ子供!受 ける/怪 我
[親の不注意 に よって,子 供 が怪我 をした]
99)capen-phr5?pen-w飢r【意uIplaao,th煎ηdaip血atslis含.
未/だ か ら.だ/風邪 を引 く/か1至 る/得 る ノ痛 い/頭
[風邪 をひいたせ いか,頭 が痛 い]
100)n血aη一caakphayayaamrian-n5ηs出田yaa弓 一tem-thil
ph6nηaanrianc田弓diikh愈n.
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おかげ で/努 力す る/勉 強す る/一 生懸命 に!成 績 〆勉 強す るノ
それで/よ い/な る[一 生懸命勉強 した おかげ で成績があが った]
5.4.目的 をあらわす副詞 節
目的表現 につ いてはす でに詳細 な考察 があるが81,ここでは要点 のみ説
明 してお きたい。当面 の目的 をあ らわすrた めに」 に相 当す るタイ語表 現
では次の よ うに関連句 を文 中に置 くこ とで,つ ま り従属文 を主文 のあ とに
置 くかた ちで あらわ され る。
101)ph6mkam!閃kさp甲n.ph血apl血ukbaan、
私/し ている/貯 める!お 金/た めに/建 て る/家
[家を建 てるためにお金 を貯 めてい ます]
目的達成 の結果 を見越 した 日本語 のrよ うに」 に相 当す るタイ語表現 とし
ては,次 のほぼ三種類 の形式 が観 察 され るよ うで ある。
102)t5弓riipph血ahaithanweelaar6tfaL
なけれぱ な らない1急 ぐ/ため に/さ せ る/時 間/汽 車
[汽車の時間に間に合 うよ うに急 がな ければな りませ ん1
103)ch負aisaiwainaitOu-yend血aicadaimaisla.
手伝 う1入 れ る/て お く/中/冷 蔵 庫/共 に/〔未〕/得る 、1ない/
腐 る
[腐らないよ うに冷蔵庫 に入れてお く]
104)raw閃yaaylapd5Dkmaai,
注意す る/～ す るな!踏 む ノ花
[花を踏 まないよ うに気 をつ けて くだ さい]
102)のよ うに,と くに 「ために」 と区別 す るた めに使役 の助動詞 が使 わ
れ る場合 があるこ とか ら,し ば しば 「*間に合わせ るために ノよ うに」 の
よ うな誤用 もみ られ る。
8)目 的 節 で は 田 中 〔1993)を参 照 の こ と。 なお,こ れ ま で の 日 タイ 語 の対 照 研 究
で は複 文 や連 文 レベ ル を対象 と した もの は ほ とん どな い 。
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6.結 ぴにかえて
本稿では考察の範囲をほぽ初級から中級段階に限定 し,よ くあ らわれる
接続表現を接続詞表現 と,複文 を形成する接続助詞(相当)表現の双方 につ
いて,それぞれの基本的な用法をタイ語 との対照比較を行いながらみてき
た。 したがって 「だけでなく」「ほかに」「にしたがって」など複文 を構成
する複合辞相当の表現についてはここでは省略 した。
文の接続方法では,い ったん文を言い終わらせて次の文の冒頭に接続詞
を用いるか,あ るいは接続助詞的な表現 をもって,全体を一つの文にまと
めて表現するかは,表現者 の主張のスタイルでもあり,語法的な習慣に縛
られている一面 もある二とから,一方的にある言語に接続表現が少ないと
判断するのは危険であろう。本稿では複文構成要素 としての 「関連語」 と
いう概念をあきらかにしたが9),これはタイ語が中国語の影響 を受け,類
似レた特徴 をもつことを示 している。ここでは代表的なものしかあげ られ
なかったが,いずれタイ語 の複文文型の分類 と同時に,呼応的に用いられ
る副詞 をはじめとした品詞的要素を整理する必要があると,思われる。
本稿での考察によってタイ語 には,
1)接続詞 と接続助詞を兼務する言い方がいくつかみ られる
2)日本語の接続詞 と対応する表現のほか複数の表現がある
3〉条件節の種類は多 くないが,逆 に時間節では多様である
4)複文では主文にk飾 やyaりなどを形式的に用いることが多い
5〉理由原因節などの副詞節は文の前,後方に位置することがある
などの点が明 らかにされた。個々の表現 を比較対照させるためには,》・ず
れ基礎資料 となる対訳の基本文型例文集などの開発作成が必要であるが,
今回の考察はその整備 に向けての・ひとつの足がか りとなるものである。
タイ語の接続詞には日本語よりも多様な使い分けをするものもあれば,
逆接表現のように限定 された用法 もみ られる。同じ語形であっても,用法
9)本稿で用いたr関 連語」とは複文を構成する呼応語を指すもので,副 詞など
も広く含めた複文文型の構成要素 と考える。
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が異 なる点・はタイ語 で も共通 してみ られ る。 この点 は指導上 のポイ ン トで
もあ るが,さ らに接続助 詞 と接続 詞 との関係 に も注意 してお く必 要 が あ
る。「Sか ら」 と 「だか ら」,「Sけれ ども」 と 「けれ ども」,「Sのに」 と
「それ なのに」,「Sで も」 と 「それで も」 な どの関係 で あるが,こ こで は
紙面の関係で詳 しく触れなかった。このような"可展的な関係"を学習者
がどのように把握 しているのかも調査 しなければならない、本稿で一部ふ
れた格助詞と前置詞 との関係など,残 された多くの問題についても別の考
察の機会を侯つことにしたい。
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